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平
成
二
十
四
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い 

　
秋
田
県
消
防
学
校
の
初
任
教
育
第
六
六

期
入
校
式
は
四
月
一
三
日(

金)

、
県
内
一

三
消
防
本
部
か
ら
入
校
し
た
八
六
名
の
学

生
や
来
賓
、
家
族
な
ど
二
三
〇
名
が
出
席

し
て
行
わ
れ
た
。 

　
入
校
式
で
は
、
入
校
生
一
人
一
人
の
名

前
が
発
表
さ
れ
、
本
間
稔
校
長
が
式
辞
を

述
べ
た
。
続
い
て
堀
井
啓
一
秋
田
県
副
知
事
、

中
泉
松
之
助
秋
田
県
消
防
協
会
会
長
、
海

野
達
雄
秋
田
県
消
防
長
会
会
長(

秋
田
市
消

防
長)

が
入
校
生
を
激
励
し
た
後
、
入
校
生

を
代
表
し
て
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部
川
村
耕
平
消
防
士
が
宣
誓
を

行
っ
た
。 

　
第
六
六
期
入
校
生
は
九
月
二
一
日(

金)

ま
で
の
六
ヶ
月
間
、
寮
で
共
同
生
活
を
送

り
な
が
ら
、
消
防
全
般
に
わ
た
る
基
礎
的

知
識
と
技
術
の
習
得
、
厳
正
な
規
律
、
体

力
の
錬
成
な
ど
の
訓
練
を
受
け
、
修
了
後

に
は
、
警
防
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
能

力
を
養
成
す
る
こ
と
と
な
る
。 

　
女
性
消
防
士
は
五
名
入
校
し
、
こ
れ
で

五
年
連
続
で
一
九
名
と
な
っ
た
。 

  

　
た
だ
い
ま
、各
消
防
本
部
消
防
長
か
ら
の
推
薦

に
基
づ
き
、入
校
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
、入
校
生

の
氏
名
を
発
表
致
し
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
の
入
校
を
、
心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
入
校
に
当
た
っ
て
、皆
さ
ん
に
、「
夢
、一
生
」と
い

う
言
葉
を
エ
ー
ル
と
し
て
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
は
、消
防
士
に
な
る
夢
を
抱
き
、極
め
て

難
関
の
試
験
を
合
格
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
も
り
っ
ぱ

な
消
防
職
員
に
な
る
と
い
う
夢
、強
い
信
念
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
と
思
い
ま
す
。学
校
生
活
、今
後
の
人

生
、初
心
を
忘
れ
ず
、夢
を
持
ち
続
け
、信
念
を
貫

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
は
、
学
校
生
活
に
多
少
の
不
安
は
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、多
く
の
先
輩
が
同
じ
道
を
歩

ん
で
き
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
に
で
き
な
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
初
任
教
育
第
六
六
期
の
仲
間
が
全
員
そ
ろ
っ
て

修
了
式
を
迎
え
、第
一
線
の
消
防
の
現
場
に
飛
び

立
っ
て
行
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

堀
井
副
知
事
あ
い
さ
つ 

堀
井
副
知
事
あ
い
さ
つ 

本

間

校

長

式

辞 

本

間

校

長

式

辞 

秋
田
県
消
防
学
校 

第
六
六
期 

初
任
教
育
入
校
式 

　
本
日
入
校
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、「
住
民
の
安

全
と
安
心
を
守
る
」
と
い
う
強
い
信
念
と
熱

い
思
い
を
抱
い
て
消
防
士
を
志
し
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ

皆
さ
ん
の
姿
に
は
、
消
防
士
と
し
て
の
喜
び

と
希
望
が
み
な
ぎ
っ
て
お
り
、
非
常
に
さ
わ

や
か
に
、
そ
し
て
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

　
消
防
に
は
、
様
々
な
災
害
や
危
機
に
対
し

て
、
常
に
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

大
事
な
こ
と
は
、
ス
ピ
ー
ド
と
、
適
切
か
つ

迅
速
な
対
応
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
の
基
礎
を
学
ぶ
の
が
、
こ

の
消
防
学
校
で
あ
り
ま
す
。 

　
入
校
生
諸
君
に
は
、
本
県
の
消
防
防
災
・
危

機
管
理
体
制
の
更
な
る
発
展
と
、
県
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

よ
り
一
層
の
精
進
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
全
員
健
康
に
留
意
し
、
所
定
の
課
程

を
無
事
終
了
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

秋
田
県 

消
防
学
校
長 

  

本
間
　
　
稔 

秋
田
県
副
知
事 

  

堀
井
　
啓
一 
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秋田県消防学校職員 

海
野
消
防
長
会
会
長
祝
辞 

海
野
消
防
長
会
会
長
祝
辞 

入

校

生

宣

誓 
入

校

生

宣

誓 

校
　
長
　
本
間
　
　
稔 

副
校
長
　
保
坂
　
重
彦 

 

総
務
班 

主
幹
・
班
長

　
高
橋
　
一
彦 

主
　
事
　
石
黒
　
　
亨 

　
　
　
　
伊
東
　
絵
美 

技
能
主
任
　
齋
藤
　
佳
人 

舎
　
監
　
初
瀬
　
　
充 

　
　
　
　
大
滝
　
　
隆 

 

教
務
班

 

副
主
幹
・
班
長

　
佐
藤
　
広
樹 

副
主
幹
　
大
野
　
光
徳 

　
　
　
　
渡
辺
　
邦
博 

主
　
査
　
佐
藤
　
和
春 

　
　
　
　
小
川
　
樹
貴 

講
　
師
　
木
島
　
憲
悦 

　
　
　
　
伊
藤
　
　
等 

中
泉
消
防
協
会
会
長
祝
辞 
中
泉
消
防
協
会
会
長
祝
辞 

秋
田
県
消
防
協
会 

会
長 

  

中
泉
松
之
助 

 
秋
田
県
消
防
長
会 

会
長 

  

海
野
　
達
雄 

　
消
防
協
会
と
し
ま
し
て
は
、秋
田
県
や
消
防
本

部
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

東
日
本
大
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
課
題
に
適

確
に
対
処
し
、消
防
団
活
動
の
充
実
強
化
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
、
半
年
に
及
ぶ

入
校
期
間
に
、
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
等
を
修

得
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
大
震
災
を
機
に
、
県
民
の
消
防
防
災
に
寄

せ
る
関
心
・
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、そ
の

分
、消
防
の
果
た
す
べ
き
任
務
・
役
割
は
一
層
、重

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
若
い
皆
さ
ん
に
は
、大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、県
内
各
地
か
ら
入
校
し

た
仲
間
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、お
互
い
が
切
磋

琢
磨
し
あ
い
、
一
日
一
日
を
有
意
義
に
過
ご
し
て

下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

         

　
諸
君
は
、今
日
か
ら
こ
こ
で
消
防
人
と
な
る
べ
く

基
礎
を
学
び
ま
す
。基
礎
と
申
し
ま
し
て
も
、分
野

は
多
岐
に
わ
た
り
そ
の
内
容
は
専
門
的
で
あ
り
ま

す
。
消
防
吏
員
と
し
て
果
た
す
べ
き
使
命
は
何
で

あ
る
の
か
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、知
識
と
技
術
の

習
得
に
励
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
、昨
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
、
秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て

岩
手
県
宮
古
市
に
出
動
し
た
隊
員
の
手
記
に「
み

ん
な
が
逃
げ
て
く
る
所
が
俺
た
ち
の
現
場
だ
、一

瞬
も
気
を
抜
く
こ
と
な
く
使
命
を
全
う
し
よ
う
。

こ
れ
ま
で
の
訓
練
は
今
日
の
た
め
に
あ
る
」と
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
消
防
人
の
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。 

　
諸
君
は
、こ
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
六
ヶ
月

間
に
わ
た
る
研
修
期
間
を
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

   

　
能
代
山
本
広

域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部
の

川
村
消
防
士
は 

「
入
校
の
意
義
と

消
防
の
責
務
を

自
覚
し
、
校
則
を

守
り
、和
を
尊
び
、

規
律
あ
る
学
校

生
活
を
通
じ
て
、

勉
学
研
修
に
励 

み
、
消
防
職
員
と

し
て
地
域
住
民
の

信
頼
に
値
す
る

人
格
陶
冶
に
努

め
る
こ
と
を
誓
う
」

と
宣
誓
し
た
。 
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第
六
五
回
秋
田
県
消
防
大
会
は
、
消

防
防
災
知
識
の
修
得
及
び
消
防
団
員
の

士
気
の
高
揚
並
び
に
消
防
関
係
者
相
互

の
緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

自
治
体
消
防
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
消

防
協
会
と
秋
田
県
消
防
協
会
湯
沢
市
雄

勝
郡
支
部
の
主
催
に
よ
り
、
六
月
三
〇

日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
湯
沢
市
の
「
湯

沢
文
化
会
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
秋
田
県
消
防
大
会
に
は
、
一
般
の
方

の
参
観
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。
多
く
の
方
々

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

■
日
程
等 

　
日
時
　
平
成
二
四
年
六
月
三
〇
日（
土
） 

　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら 

　
場
所
　
湯
沢
市
沖
鶴 

　
　
　
　
「
湯
沢
文
化
会
館
」 

■
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム 

　
・
平
成
二
四
年
度
消
防
功
労
者(

優
良

　
　
事
業
所)

表
彰 

　
・
第
八
回
消
防
団
員
意
見
発
表
会 

　
・
講
演
　
三
咲
　
順
子
様
（
女
優
） 

      

　
　
「
防
災
　
一
人
語
り
」 

　
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

　
　
　
　
西
馬
音
内
盆
踊
り 

　
　
　
　
仙
人
太
鼓 

秋
田
県
消
防
大
会

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

秋
田
県
消
防
大
会

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

初任教育第66期　入校生名簿 

【１組】 
秋田市消防本部 
　　加　藤　祐　輝　　　佐　藤　　　俊

　　戸井田　　　涼　　　相　原　浩　太

大館市消防本部 
　　菅　原　幸　大　　　川　添　正　孝

　　畠　澤　哲　平

北秋田市消防本部 
　　津　谷　崇　明　　　高　橋　拓　人

由利本荘市消防本部 
　　佐々木　　　瞬　　　佐々木　　　諒

　　佐　藤　紘　輝　　　東海林　優　士

にかほ市消防本部 
　　鈴　木　友　子　　　佐　藤　陽　介

横手市消防本部 
　　渡　部　翔　太　　　小　原　和　樹

　　渡　部　豊　和　　　鈴　木　　　慎

五城目町消防本部 
　　伊　藤　大　志　　　

鹿角広域行政組合消防本部 
　　佐　藤　雄　太　　　廣　林　翔太朗

能代山本広域市町村圏組合消防本部 
　　大　山　　　純　　　佐　藤　孝　覚

　　川　村　耕　平　　　⠷　田　秀　嗣

湖東地区行政一部事務組合消防本部 
　　伊　藤　大　地　　　菅　原　英　剛

男鹿地区消防一部事務組合消防本部 
　　鈴　木　弥真仁　　　大　塚　直　道

　　安　田　幸　平

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 
　　富　樫　亮　太　　　岩　谷　泰　史

　　進　藤　佳　祐　　　小　松　政　治

　　岡　本　一　毅　　　大　石　知　滉

　　新　田　理　沙

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 
　　高　橋　　　健　　　高　橋　　　遼

　　荘　司　　　航　　　村　上　雄　太

　　麻　生　和　希　　　高　橋　利　明

【２組】 
秋田市消防本部 
　　鎌　田　　　晶　　　佐　藤　賢　司

　　菅　　　雄　哉

大館市消防本部 
　　吉　原　　　翼　　　大　黒　雅　敏

　　虻　川　竜　也

北秋田市消防本部 
　　中　嶋　健　太　　　神　成　雄　介

由利本荘市消防本部 
　　佐　藤　俊　弘　　　堀　井　一　輝

　　黒　木　晋　也　　　石　上　綺　乃

　　相　田　健　汰

にかほ市消防本部 
　　小　松　　　匡

横手市消防本部 
　　田　口　和　樹　　　鈴　木　貴　大

　　竹　谷　大　樹

五城目町消防本部 
　　島　⧕　拓　也　　　原　田　大　輝

鹿角広域行政組合消防本部 
　　目　時　嘉　樹

能代山本広域市町村圏組合消防本部 
　　松　島　恭　太　　　成　田　竜　功

　　山須田　　　涼　　　⫝̸　橋　友里恵

湖東地区行政一部事務組合消防本部 
　　中　山　和　真

男鹿地区消防一部事務組合消防本部 
　　今　井　大　地　　　柳　本　貴　大

　　菅　生　和　喜　　　櫻　田　慎　吾

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 
　　藤　井　　　淳　　　久米川　勝　希

　　土　田　直　紀　　　山　方　翔　平

　　武　藤　修　平　　　高　橋　　　広

　　澤　山　大　輝　　　石郷岡　美　幸

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 
　　高　橋　秀　明　　　佐　藤　匡　人

　　沼　倉　一　宏　　　大　友　翔　平

　　齊　藤　和　成
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平成24年度　教 育 訓 練 計 画 
秋田県消防学校（電話0184-73-2850） 

教　　育　　課　　程 
教　育　実　施　期　間 

入　　校　　対　　象　　者 
日数 時　　　　期 

消
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
職
　
　
　
　
　
　
員
 

初 任 教 育  164 H24.4.11～H24.9.21 新たに採用された消防職員 

専
　
　
　
科
　
　
　
教
　
　
　
育
 

警 防 科  12 H24.11.5～H24.11.16
警防業務に従事している者又は従事しようとする
者で、消防歴３年以上の者 

予 防 査 察 科  12 H24.11.26～H24.12.7
予防業務に従事している者又は従事しようとする
者で、消防歴３年以上の者 

火 災 調 査 科  12 H24.10.15～H24.10.26
火災調査業務に従事している者又は従事しようと
する者で、消防歴３年以上の者 

救 急 科  51 H25.1.9～H25.3.1 救急業務に従事しようとする者 

救 助 科  31 H24.10.1～H24.10.31
35歳以下の救助業務に耐えうる体力を有している
者 

特 殊 災 害 科  9 H24.10.3～H24.10.12
警防及び救助業務に従事している者又は従事しよ
うとする者で、消防士長以上の階級にある者 

幹 部 教 育  9 H24.7.30～H24.8.7 55歳以下の消防司令以上の階級にある者 

特
　
別
　
教
　
育
 

消防操法指導員講習 2 H24.5.7～H24.5.8
消防士長以上の階級で、訓練礼式・消防操法を担
当する者 

救 急 特 別 講 習  5 H24.12.10～H24.12.14 救急救命士養成所への入所予定者 

ビデオ喉頭鏡追加講習 2 H24.11.26～H24.11.27 気管挿管資格者である救急救命士 

消
　
　
　
防
　
　
　
団
　
　
　
員
 

基 礎 教 育  2 H25.2.16～H25.2.17 団員の階級にある者 

幹 部 教 育  2 H25.1.19～H25.1.20 班長以上の階級にある者 

特
　
　
別
　
　
教
　
　
育
 

女 性 消防団員教育  2 H24.9.29～H24.9.30 秋田県消防協会の推薦による女性団員 

日 消 指 導 員 教 育  2 H24.12.1～H24.12.2 団員の教育訓練を担当する者 

現 地 教 育  
内容・時間数について、地域
の実情を勘案して随時実施 

市町村長等の推薦による団員 

一 日 入 校 教 育  
内容・時間数について、要望
を勘案して随時実施 

市町村長等の推薦による団員 

そ
の
他
 

そ の 他 入 校 教 育  
内容・時間数について、要望
を勘案して随時実施 

各種団体等の要請による 

平
成
二
四
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
一
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

平
成
二
四
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
一
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

平
成
二
四
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
一
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
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新

消

防

長

紹
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消
防
団
長
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秋
田
市
消
防
本
部 

　  

う

み

の
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つ

お

 

　
海
　
野
　
達
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男
鹿
地
区
消
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一
部
事
務
組
合
消
防
本
部 

　  

お
お
た
か
　     

ま

さ
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大
　
高
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町
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は
た
け
や
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り
ょ
う
い
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亮
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鹿
角
広
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行
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組
合
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防
本
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く
ま
が
い
　 

　 

じ
ゅ
ん
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熊
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純
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五
城
目
町
消
防
本
部 

　  

さ

と

う

　   

よ

し

み

 

　
佐
　
藤
　
與
志
美 

五
城
目
町
消
防
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い
ち
の
せ
き
　 

り
ょ
う
い
つ 

　
一
　
関
　
鐐
　
一 

湯
沢
雄
勝
広
域 

市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

   

　
か

と

う
　 

　 

ひ
で
す
け 

　
加
　
藤
　
秀
　
輔 

に
か
ほ
市
消
防
本
部 

　 

や
な
ぎ
ば
し
　   

　
　 

み
の
る 

　
柳
　
橋
　
　
　
稔 

横
手
市
増
田
消
防
団 

　  

た
か
は
し
　 

　 

こ

う

じ 

　
⠷
　
橋
　
耕
　
治 

美
郷
町
消
防
団 

　  

た
か
は
し
　 

　 

ま
さ
ひ
さ 

　
⠷
　
橋
　
正
　
尚 

 

　
平
成
二
四
年
春
の
叙
勲
及
び
第
一
八
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
四
月

二
九
日(

日)

に
発
令
さ
れ
た
。 

　
受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

     
 B

瑞
宝
双
光
章
（
二
名
） 

　
元
大
仙
市
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
鈴
　
木
　
正
　
雄

　
元
八
郎
潟
町
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
村
　
井
　
　
　
昇

 B

瑞
宝
単
光
章
（
二
三
名
） 

　
元
男
鹿
市
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
佐
々
木
　
正
　
孝

　
元
平
鹿
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
淺
倉
　
奥
右
衛
門 

　
元
鳥
海
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
菊
　
地
　
誠
　
市

　
元
稲
川
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
後
　
藤
　
　
　
勉 

　
元
秋
田
市
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
佐
々
木
　
洋
　
一

　
元
湯
沢
市
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
杉
　
　
助
左
衛
門

　
元
由
利
本
荘
市
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
須
　
藤
　
紘
　
之

　
元
雄
勝
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
⫝̸
　
橋
　
勝
　
治

　
元
横
手
市
横
手
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
藤
　
谷
　
正
　
作

　
元
美
郷
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
三
　
浦
　
祐
　
孝

　
元
角
館
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
茂
　
木
　
伊
一
郎

　
元
藤
里
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
淡
　
路
　
　
　
弘

　
元
羽
後
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
石
　
塚
　
兼
　
松

　
元
河
辺
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
稲
　
垣
　
辰
　
治

　
元
雄
物
川
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
江
　
戸
　
　
　
實

　
元
能
代
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
鎌
　
田
　
新
　
一

　
元
南
外
村
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
清
　
水
　
　
　
要

　
元
仙
南
村
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
⫝̸
　
⠘
　
光
　
栄

　
元
上
小
阿
仁
村
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
武
　
石
　
富
　
男

　
元
能
代
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
原
　
田
　
正
　
彦

　
元
田
代
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
松
　
田
　
邦
　
男

　
元
秋
田
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
吉
　
野
　
　
　
正

　
元
秋
田
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
渡
　
部
　
辰
　
己

B

瑞
宝
双
光
章
（
六
名
） 

　
元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
　
防
　
監
　
佐
　
藤
　
文
　
男 

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
　
防
　
監
　
武
　
石
　
　
　
忠 

　
元
大
館
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
　
防
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鳴
　
海
　
義
　
衛 

　
元
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
小
　
原
　
勝
　
一 

　
元
秋
田
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
川
　
村
　
泰
　
三 

　
元
秋
田
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
吉
　
田
　
幸
　
雄 

B

瑞
宝
単
光
章
（
二
名
） 

　
元
河
辺
雄
和
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
⫝̸
　
橋
　
一
　
義

　
元
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
丸
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正 
   

平
成
二
四
年  
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八
回 
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従
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勲 

平
成
二
四
年

平
成
二
四
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
一
八
回

第
一
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
平
成
二
四
年

平
成
二
四
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
一
八
回

第
一
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
平
成
二
四
年

平
成
二
四
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
一
八
回

第
一
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
平
成
二
四
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
一
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
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消
防
団
員
を

消
防
団
員
を 

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。 
消
防
団
員
を

消
防
団
員
を 

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。 
消
防
団
員
を

消
防
団
員
を 

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。 
消
防
団
員
を 

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。 

消
防
団
・
消
防
団
員
と
は 

消
防
団
・
消
防
団
員
と
は 

消
防
団
員
数
は
年
々
減
少 

消
防
団
員
数
は
年
々
減
少 

       

　
消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同

様
に
市
町
村
の
消
防
機
関
の
一
つ
で
す
。

　
消
防
団
員
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
も

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う

郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
活
動
す

る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。 

  

　
本
県
の
消
防
団
員
数
は
、
昭
和
三
一
年

に
は
三
万
六
千
人
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
産
業
・
就
業
構
造
の
変
化
等
に
伴

い
、
年
々
減
少
し
続
け
、
平
成
二
三
年
は

半
分
の
一
万
八
千
人
と
な
っ
て
お
り
、
地

域
に
お
け
る
消
防
防
災
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
中
核
的
な
存

在
で
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
に
大
変
重
要
な
組
織
で
す
。
是
非
、

多
く
の
皆
様
に
消
防
団
活
動
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
消
防
団
活
動
に
参
加
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す 

■
振
込
先 

　
銀

行

名
　
り
そ
な
銀
行
（
銀
行
コ
ー
ド
　
０
０
２
１
０
） 

　
支

店

名
　
東
京
公
務
部
（
支
店
コ
ー
ド
　
２
９
５
） 

　
口
座
番
号
　
普
通
預
金
　
０
０
７
８
４
４
６ 

　
口

座

名
　
財
団
法
人
消
防
育
英
会 

　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
消
防
殉
職
者 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
児
育
英
奨
学
基
金 

　
　
　
　
　
　
（
ザ
イ
ダ
ン
ホ
ウ
ジ
ン
シ
ョ
ウ
ボ
ウ
イ
ク
エ
イ
カ
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ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ダ
イ
シ
ン
サ
イ
シ
ョ
ウ
ボ
ウ
ジ
ュ
ン
シ
ョ
ク
シ
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イ
ジ
イ
ク
エ
イ
シ
ョ
ウ
ガ
ク
キ
キ
ン
） 

　
　
口
座
名
の
略
称 

　
　

「
東
日
本
大
震
災
消
防
育
英
基
金
」 

　
　
　
（
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ダ
イ
シ
ン
サ
イ
シ
ョ
ウ
ボ
ウ
イ
ク
エ
イ
キ
キ
ン
） 

東
日
本
大
震
災
消
防
殉
職
者 

　
遺
児
育
英
奨
学
基
金
に 

　
　
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

多
く
の
方
の
消
防
団
入
団
を
期
待 

多
く
の
方
の
消
防
団
入
団
を
期
待 
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消 防 半 天 ・ 帯 ・ 団 旗 
優 勝 旗 ・ ゼ ッ ケ ン 
手拭・タオル・のれん 
旗 幕 類 名 入 染 物 専 門 

 

寺　田　染　工　場 

 
横手市清川町　Q32－0416



①市町村、警察、消防などから

指示があったとき 

②津波や山崩れ、土砂崩れなど

のおそれがあるとき 

③建物が 

　倒壊する 

　おそれが 

　あるとき 

④近所で火災が発生し、 

　延焼の危険が 

　あるとき 

⑤自宅で火災が発生し、天井ま

で火が燃え広がったとき  

⑥危険物が 

　爆発する 

　おそれが 

　あるとき 

防災対策シリーズ⑩ 安全避難 

安全に避難するコツ8カ条 

　避難勧告が出たときはもちろんですが、津波や山崩れ、家屋の倒壊や火災による延焼などの危険があると

きは、直ちに安全な場所へ避難しなければなりません。 

　避難するときは、ブロック塀などの倒壊や、屋根瓦などの落下に注意して下さい。 

　あらかじめ、避難コースを下見し、危険箇所をチェックしておくとよいでしょう。 

安全に避難するコツ8カ条 

こんなときは急いで避難を！ 

1 避難する前に、もう一度火元の点検をする。 

2 避難先や安否情報を書いた連絡メモを残す。 

3 安全な服を着る。頭や手足の保護も忘れずに。 

4 荷物は必要最小限にとどめる。 

 　懐中電灯、携帯ラジオ、非常食・水 

 　タオル、筆記用具、貴重品（現金、通帳等） 

5 車は使わず、歩いて避難する。 

6 お年寄りや子どもは、手をしっかり握る。 

7 塀ぎわや狭い道、がけ、川のそばは、できるだけ 

 避ける。 

8 できるだけ、指定された避難場所に避難する。 

消
防
団
員
を 

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。 

消
防
団
員
を 

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。 

消
防
団
員
を 

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。 
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支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 
支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 

＝
横
手
市
支
部
＝ 

春
の
雄
物
川
河
川
敷 

　
　
　
　
　
原
野
焼
却
を
実
施 

建　　物 

林　　野 

車　　輛 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 

－13 

6 

－  2 

1  

－  8 

－ 12 

3

－  6 

6 

0  

1  

1 

－  4 

－  6 

 

220 

16 

44 

56 

336 

34 

62

91 

3 

7 

16 

117 

19 

21

30 

3 

1 

10 

44 

5 

8

78 

9 

5 

17 

109 

7 

24

24 

9 

1 

11 

45 

1 

2

平成24年 平成23年 同期比較 

４月 累計 累計 ４月 年計 ４月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 

　
横
手
市
西
部
を
流
れ
る
雄
物
川
の
河
川

敷
で
は
、
毎
年
春
の
農
作
業
が
始
ま
る
四

月
下
旬
に
、
原
野
焼
却
（
野
焼
き
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
河
川
敷
で
の

ご
み
焼
き
等
か
ら
の
火
災
防
止
と
害
虫
駆

除
を
目
的
に
、
雄
物
川
・
大
森
・
大
雄
各

地
域
の
消
防
団
と
消
防
署
分
署
が
協
力
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
四
月
二
十
一
日
、
大
雄
消
防

団
を
中
心
に
七
十
名
、
翌
二
十
二
日
、
雄

物
川
消
防
団
と
雄
物
川
分
署
員
百
名
、
二

十
九
日
、
大
森
消
防
団
と
大
森
大
雄
分
署

員
百
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
い
ま

し
た
。 

　
雄
物
川
地
域
で
は
、
消
防
団
員
と
分
署

員
が
雄
物
川
河
川
公
園
に
集
合
し
、
焼
却

方
法
や
注
意
事
項
を
確
認
後
、
担
当
箇
所

へ
と
移
動
し
ま
し
た
。
分
署
と
分
団
の
ポ

ン
プ
車
を
待
機
さ
せ
、
各
部
の
小
型
ポ
ン

プ
を
設
置
し
、
背
負
い
式
水
の
う
を
準
備

の
う
え
、
足
場
や
風
向
き
を
確
認
し
な
が

ら
、
慎
重
に
焼
却
を
開
始
し
ま
し
た
。
連

日
の
好
天
で
原
野
は
乾
燥
し
て
お
り
、
時

折
風
が
強
ま
る
中
、
分
団
長
等
の
指
揮
の

も
と
、
約
四
時
間
か
け
て
十
七
ha
を
無

事
焼
却
し
ま
し
た
。 

　
原
野
焼
却
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
各
地
域
の
原
野
火
災
は
激
減
し
て

い
ま
す
が
、
佐
藤
庫
之
助
雄
物
川
消
防

団
長
か
ら
は
「
今
後
も
空
気
が
乾
燥
す

る
時
期
が
続
く
の
で
、
火
災
予
防
の
啓

蒙
に
努
め
て
ほ
し
い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
団
員
達
は
更
に
気
を
引
き
締

め
無
火
災
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

〔
情
報
提
供
＝
横
手
市
支
部
〕 

 

　
秋
田
県
消
防
協
会
で
は
、
第
一
八
回
全

国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
秋
田
大
会
の
開

催
に
向
け
、
事
務
局
職
員
二
名
を
採
用
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。
限
ら
れ
た
期
間
で
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
職  

員
　
　
加
　
藤
　
　
久
美
子 

　
　
　
職  

員
　
　
舟
　
木
　
　
純
　
子 

職
員
の
紹
介 
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地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目１番24号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

山王セントラルビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 


